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１．地勢

香春町は福岡県の東北部の内陸に位置、田川市、北九州市小倉南区、田川郡赤村、同大任

町、同福智町、京都郡みやこ町に接している。町内には福岡市から京都郡苅田町に至る国道

201 号線、北九州市から久留米市に至る国道 322 号線が交差しており、古くから交通の要衝

として宿場町が栄えた歴史を持つ。（第 4 次香春町総合計画より一部抜粋。）

２．香春町の経済の現状と比較

指標値

市町名 人口
事業

所数

昼間

人口

課税対象所

得(千円/人)

卸売年間販売

額(千円/人)

小売年間販売

額(千円/人)

製造品出荷

額(千円/人)

消費購買

力(百万円)

年 次 2021 2016 2015 2020 2016 2016 2019 2020

香 春 町 10,712 331 9,947 913 204 490 879 14,846

田 川 市 46,781 2,335 52,786 1,022 404 1,188 1,693 65,057

小倉南区 210,095 6,467 190,913 1,367 1,222 926 1,367 286,444

偏差値による経済水準

市町名 市場規模 成長度 中心地性 富裕度
産業

中心地性

消費

購買力

都市開発

水準
総合評価

香 春 町 42.71 50.74 45.33 37.58 45.46 42.40 42.47 43.95

田 川 市 47.69 45.52 56.92 41.97 50.07 47.20 53.34 48.96

小倉南区 63.83 50.39 48.57 55.81 49.04 68.36 63.95 57.14

香春町は近隣の中心地である田川市と、北九州市小倉南区と隣接している。住民基本台帳

人口でみると田川市は香春町の約 4.4 倍、北九州市小倉南区は香春町の約 19.6 倍、民営事業

所数では田川市が約 7.1 倍、北九州市小倉南区が約 19.5 倍となっている。

偏差値による経済水準を見ると、香春町は「成長度」を除くすべての項目で県内の平均で

ある 50 を下回っている。中でも「中心地性」及び「都市開発水準」は隣接する田川市と比較

してどちらも大きな開きがある。

指標の説明

指標 説明

成長度 「住民基本台帳人口伸び率」「民営事業所総数伸び率」「小売販売額伸び率」「製造品出荷

額伸び率」「着工建築物伸び率」の 5 指標で評価。地域の成長度が県内他地域に比較し

て高いか低いかを 50 を平均として判定。

中心地性 「昼夜間人口比」「小売中心地性」の 2 指標で評価。通勤通学及び、小売販売成果の面か

ら見た他地域からどのくらい吸引しているかを評価。50 で平均であり、50 を下回ると通

勤、通学、小売販売で他地域に流出していることになる。

富裕度 「人口 1 人あたり課税対象所得額」によって評価した居住者の富裕度を評価したもの。

産業中心地性 「人口 1 人あたりの卸売年間販売額、小売年間販売額、製造品出荷額」によって評価。

都市開発水準 「産業用建築物着工面積」「都市計画区域面積」の 2 指標で評価。産業面での開発度や

都市計画の水準が表される。

＜参考レポート＞ 市場情報評価ナビ MieNa ・都道府県内 全市区町村比較 評価レポート

・特定市区町村 評価レポート
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福岡県下市区町村の経済水準

＜市場情報評価ナビ MieNa 特定市区町村 評価レポートより抜粋＞

市場規模偏差値 成長度偏差値

中心地性偏差値 富裕度偏差値

消費購買力偏差値 都市開発水準偏差値
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■居住者の現状

○年代構成

香春町の居住者の現状としては 10 代から 50 代の人口比率が近隣の田川市や北九州市小

倉南区をはじめ県内平均と比較して低い。また、将来的（2025 年）には香春町の人口構成

の割合に大きな変化はないが、緩やかに減少して過疎化が進むと予測されている。

人口構成の将来予測
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○労働力

香春町の人口に占める労働者の割合を示す「労働力人口比率」の偏差値は県内平均以下

であり、近隣の田川市や北九州市小倉南区と比較しても低い。

○成長度

香春町の成長度に関しては、人口伸び率（偏差値）が 37.87、昼間人口伸び率（偏差値）

が 37.09 となっている。現状では、地域に居住する人口の減少に加え、昼間人口も近隣地

域に比べて流入が低い状況が続いている。
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住民基本台帳人口密度（2021 年）       高齢者比率（2021 年）

分野別水準（偏差値)       人口推移（2017 年を 100 とした数）

  

＜市場情報評価ナビ MieNa 特定市区町村 評価レポートより抜粋＞
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＜田川郡香春町の経済指標および都道府県内での水準＞（居住者）

＜市場情報評価ナビ MieNa 特定市区町村 評価レポートより抜粋＞
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■産業・社会環境の現状

○産業：業種構成

香春町は歴史的に基幹産業であった鉱業・採石業の比率が突出して高い。またサービス

業民営事業所数の割合も高く、隣接する近隣エリアに比べても高い値となっている。
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○産業：規模構成

従業員 30 人未満の民営事業所が 95%超を占めており、小規模事業所が中心の規模構成で

あることがうかがえる。
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○産業：成長度

香春町は民営事業所数の減少率が高く、近隣地域である北九州市小倉南区、田川市に 比

べてもその減少率は突出して高いことがうかがえる。

  

〇産業：中心地性

隣接する田川市の小売中心地性指数は 1 を超えており、周辺市区町村の購買力を吸収し

ていることがうかがえる。香春町においても周辺市町村と同様、田川市への購買力流出が

顕著であり、小売中心地性は 0.45 と非常に低い状況である。
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○産業：成果

製造品出荷額の偏差値は県内平均に比べて 45.33 と低く、近隣地域である小倉南区、 田

川市に比べても低い値となっている。

○社会環境：都市開発

産業用建築物着工床面積も、製造品出荷額と同様に県内平均を下回っており、隣接す る

地区に比べても低い状況である。
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○社会環境：施設充足度

人口当たりコンビニエンスストア数の指標では 4.67 店/万人となっており、県内平均と

比較して見ても香春町偏差値 55.12 は高水準である。

民営事業所密度（2016 年）    ３０人以上民営事業所比率（2016 年）
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通勤圏（香春町への通勤者数）（2015 年）    分野別水準（産業・社会環境）

民営事業所数推移（基準年を 100 とした指数）

＜市場情報評価ナビ MieNa 特定市区町村 評価レポートより抜粋＞
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＜田川郡香春町の経済指標および都道府県内での水準＞（産業・社会環境）

＜市場情報評価ナビ MieNa 特定市区町村 評価レポートより抜粋＞
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３．香春町の経済の特徴

〇経済活動によるお金の流れ（2018 年）

  2018 年のデータでは、香春町において町内総生産は年間約 289 億円であり、これに町外

からの所得約 89 億円を加えた約 378 億円が町内の総所得となっている。また、民間消費額

は約 195 億円であるが、そのうち約 2％に相当する約 4億円が他の地域から流入している。

＜参考レポート＞RESAS 地域経済分析システム 地域経済循環マップ

  〇主産業の売上高・付加価値額・労働生産性及び従業員数（2016 年）

  香春町の主な産業では、付加価値額及び従業員数の特化係数が 1 以上で全国平均を上回

っているが、労働生産性は飲食店を除き全国平均を下回っていることが伺える。

産  業

売上高
（企業単位）

実数(百万円)

付加価値額
（企業単位）

実数(百万円)
（特化係数）

労働生産性
（企業単位）

実数(千円/人)
（特化係数）

従業員数
（企業単位）

実数(人)
（特化係数）

建築材料、鉱物・金属材料等

卸売業
6,893 242(1.46) 7,551(0.90) 42(1.40)

飲食料品小売業 5,260 955(4.49) 2,487(0.90) 385(3.24)

総合工事業 2,587 685(2.07) 4,536(0.71) 151(1.93)

飲食店 2,466 692(3.73) 2,270(1.22) 305(1.90)

窯業・土石製品製造業 1,955 700(12.28) 4,292(0.62) 168(13.57)

（注）表示対象は、従業者数（企業単位）の特化係数 1 以上の売上高上位 5 産業

（注）付加価値額、労働生産性は企業単位のデータのため、本社が当該自治体以外の企業のデータが含まれない場合がある

（注）特化係数が 1 以上は全国平均以上、1 未満は全国平均以下を表す

＜参考レポート＞ RESAS 地域経済分析システム データ分析支援
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４．まとめ

・「都市開発水準」「昼間人口の伸び率」「小売中心地性」の指数より、購買力や労働力等が

町外へ流出しているものと推察される。

・「労働力人口比率」の指標が低い原因は、香春町で徐々に進む過疎化や少子高齢化が影響

しているものと考えられる。

・「分野別指標」では、鉱業・採石業及びサービス業を除き全ての項目で県平均を大きく下

回っており、民営事業所の密度も隣接地域に比べ低い状況にある。

・「民営事業所数伸び率」の指数が隣接地域より低い原因は、後継者不足等による廃業の増

加ペースが香春町内での新規創業者数の増加ペースを上回っている事が要因であると考え

られる。

・香春町の民間消費額は 2018 年 195 億円で 2015 年 200 億円と比較すると 5 億円減少して

いる。また、地域外からの流入は 2018 年 89 億円で 2015 年は 110 億円だったため 21 億円

減少したが、地域内からの流入は 2018 年 289 億円で 2015 年は 245 億円と 44 億円の増加と

なり全体的には 23 億円の増加となった。主な要因は国道 201 号線及び国道 322 号線沿いの

道路工事等の公共工事及び民間工事の増加により建設業関係者の所得が公共部門、民間部

門ともに高い伸びとなったと推察される。

香春町においてロードサイド型コンビニエンスストアや飲食店、理美容店などのサービス

業は潜在的な需要が大きく、今後も成長していく分野であると考えられる。

・香春町の主産業における労働生産性に関しては全国平均より低い業種が多いことから、

それぞれの分野において業務の見直しや人材育成・作業効率を高めるための設備投資など

による業務の効率化に加え、事業の再構築や新規事業の創出など幅広い対策を考える必要

がある。
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